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「収束雲」について

（小倉氏のコメソトを読んで）
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　天気39．4の小食氏の収束雲帯についてのコメントを

読んで，内容的には以前にも議論した事項が多いが，収

束雲と名付けた当人として，まず，要は日本海収束線

（帯）上の帯状雲をr収束雲」と略称したということで

ある．

　少し長い用語を論文・報文中などでは，その用語の定

義のあとr以下何々と略称する」とすることは通常よく

あることだが，問題はその略語のひとり歩きをどの程度

まで許容するかという点にあると思う．たとえば，温帯

低気圧はかなりの範囲でr低気圧」という略語でひとり

歩きしているが，r収束雲」はひとり歩きさせずに，い

つもr日本海収束線上の帯状雲」とする必要が，どの程

度要求されるかという現実的間題だと思う．

　小倉氏は収束雲帯でなく，cloud　band　in　Japan　Sea

Convergence　zone（JSCZ）とか日本海収束帯の渦列で

よいのではないかと言っているが，問題は，しばしば用

いる用語の略称をどうするかということで，いつも日本

海収束帯の渦列でいくか，適当な略語（ベストではない

かもしれないが収束雲がその一つ）でいくかということ

であろう．

　筆者が，日本海側に大雪をもたらす帯状雲にr収束

雲」という言葉を初めて使ったのは，今からもう25年前

の，1967年度気象学会春季大会と同年の北部管区気象研

究会であった．そのときはr収束帯状雲」またはr収束

弧状雲」とし，略して「収束雲」と呼称するとした．

　2年後の1969年の天気16・2に，衛星から見た収束雲

とそれをもたらす“日本海収束線”について記述した

ら，かなりの反響と論議がおこり，討論のきっかけにと

いうことで，神子敏郎氏（当時同じ気象庁予報部）との

間で，同年の天気16・5の〔通信欄〕で紙上討論をおこ

なった．

　神子氏のr収束雲」批判に対して，筆者はrT寧には

r収束線上の帯状雲」ということで，当初は収束帯状雲
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としてましたが，何度も使う時はさらに短かく収束雲と

呼称するようになりました』と応えた．

　次に筆者は，気象研究，ノートの気象衛星特集号（113

号，1972年）で，『日本海にはしばしば太い帯状雲が現

われるが，……この帯状雲が両側の雲（主に筋状雲）と

様相を異にし，周囲よりひときわ強い気流の収束（線）・

または不連続線上に発生しているとみなされるとき，そ

れを特に収束帯状雲，略して収束雲と名ずけることにし

た』と述べである．要約すると収束雲とは，日本海上の

収束線（帯）上の帯状雲の略称であるということであ

る．

　略称にもいろいろの表現があろうが，r収束雲」とし

たもう一つの理由は，気象衛星から見ると，両側（時に

は片側）の筋状雲が，中央の帯状雲に向って，束のよう

に集合（収束）している形状を示すことが多いのでr収

束雲」で形状も示唆できると考えた次第である．収束雲

の最初の典型例として，天気16．8（1969）に戴せた衛

星写真（33頁）をご覧いただきたい．

　しかし，r収束」という言葉を冠したことに，どうも

問題があったことは自認している．それは，大部分の雲

は気流の収束域にできることは当りまえのことなのだか

ら，ことさらに「収束雲」はおかしいということであろ

う．しかし，筆者は，そのような意味で収束雲としたの

ではないことは前述のとおりであるが，ベストではなか「

ったと今でも感じている．

　なお，当初収束雲をCBC（ConvergentBand　Cloud），

日本海収束線（帯）をJsczと略することも考えたが，

アルファベットの略語氾濫に少なからず抵抗感を持って

いたので，取り止めた経由もあった．

　日本海収束線（帯）上の帯状雲を略して収束雲，それ

を使ってから25年．この間，日本海側の降雪の研究分野

で，多数の研究者が大雪をもたらすこの収束雲という雲

帯に関する研究にとり組み，この言葉は論文や報文中に
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少なからず活字になっているのが現実である．

　そして，収束雲では省略形すぎると考える研究者は，

論文の冒頭で適宜註釈を付加している．筆者も，収束雲

がベストとは考えてないが，25年間，降雪研究分野でそ

れなりの役割を果してきたとみなしている．しかし，3

～5字でひとり歩きのできる，より適切な略語の提案と

出現を期待している．

　今回の小倉氏のコメソトを読んで，内容的にうなずけ

る点もあるが，25年間の位相差を感じている．そして，

博学な氏に今迄この分野で一度も接触の機会の無かった

ことを残念に思っている．
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